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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
背紙と、この背紙を保持し得る背紙保持部が設けられた表紙と、この表紙に止着され袋状
に形成されたポケットシートとを備えてなるファイルであって、
前記背紙保持部に、綴じ孔として使用され得る孔が設けられており、
前記背紙が、背紙本体と、前記孔に重なる部分を有した離脱可能片を備えており、前記離
脱可能片が前記背紙本体から離脱可能に構成されているファイル。
【請求項２】
前記背紙保持部が、外側シートと、この外側シートの内側に配された内側シートとを備え
たものであり、前記背紙が、前記外側シートと前記内側シートの間に挟まれて保持される
ものであり、前記外側シート及び前記内側シートに、前記孔が相互に連通し得るように設
けられており、
前記内側シートが、前記表紙における前記外側シートと重なり合う部分である請求項１記
載のファイル。
【請求項３】
略矩形状をなす表表紙と、略矩形状をなす前記表紙である裏表紙とを備えてなるものであ
り、
前記表表紙と前記裏表紙が、当該表表紙及び裏表紙の外面に取り付けられた前記外側シー
トを介して連結されているものであり、
前記内側シートが、前記裏表紙における前記外側シートと重なり合う部分、及び、前記表
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表紙における前記外側シートと重なり合う部分である請求項２記載のファイル。
【請求項４】
前記表表紙の内側端縁と前記裏表紙の内側端縁との間に、前記背紙保持部の内部に前記背
紙を挿入し得る背紙挿入口が形成されている請求項３記載のファイル。
【請求項５】
前記離脱可能片が切断ガイド線を介して前記背紙本体に接続したものであり、
前記切断ガイド線を切断することにより、前記離脱可能片が前記背紙本体から離脱可能に
構成されている請求項１、２、３又は４記載のファイル。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、オフィス等において好適に使用されるファイルに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、袋状に形成されたポケットシートを備えたファイルが種々知られている（例
えば、特許文献１を参照）。
【０００３】
　ところで、上掲したようなファイルの所定箇所にパンチ孔を設けるようにすれば、ファ
イルそれ自体を種々の綴じ具又は種々の綴じ具を備えた他のファイルに保持させることも
可能となる。
【０００４】
　ところが、ファイルが背紙を備えている場合には、背紙を外してから当該ファイルを綴
じ具又は綴じ具を備えた他のファイルに保持させなければならないという不具合がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】実用新案登録第３１３９１１８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、以上のような事情に着目してなされたもので、背紙を外すことなく綴じ具や
綴じ具を有した他のファイルに好適に支持され得るように構成されたファイルを提供する
ことにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　すなわち、本発明は次の構成をなしている。
【０００８】
　請求項１に記載の発明は、背紙と、この背紙を保持し得る背紙保持部が設けられた表紙
と、この表紙に止着され袋状に形成されたポケットシートとを備えてなるファイルであっ
て、前記背紙保持部に、綴じ孔として使用され得る孔が設けられており、前記背紙が、背
紙本体と、前記孔に重なる部分を有した離脱可能片を備えており、前記離脱可能片が前記
背紙本体から離脱可能に構成されているファイルである。
【０００９】
　請求項２に記載の発明は、前記背紙保持部が、外側シートと、この外側シートの内側に
配された内側シートとを備えたものであり、前記背紙が、前記外側シートと前記内側シー
トの間に挟まれて保持されるものであり、前記外側シート及び前記内側シートに、前記孔
が相互に連通し得るように設けられており、前記内側シートが、前記表紙における前記外
側シートと重なり合う部分である請求項１記載のファイルである。
【００１０】
　請求項３に記載の発明は、略矩形状をなす表表紙と、略矩形状をなす前記表紙である裏
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表紙とを備えてなるものであり、前記表表紙と前記裏表紙が、当該表表紙及び裏表紙の外
面に取り付けられた前記外側シートを介して連結されているものであり、前記内側シート
が、前記裏表紙における前記外側シートと重なり合う部分、及び、前記表表紙における前
記外側シートと重なり合う部分である請求項２記載のファイルである。

                                                                              
【００１１】
　請求項４に記載の発明は、前記表表紙の内側端縁と前記裏表紙の内側端縁との間に、前
記背紙保持部の内部に前記背紙を挿入し得る背紙挿入口が形成されている請求項３記載の
ファイルである。
【００１２】
　請求項５に記載の発明は、前記離脱可能片が切断ガイド線を介して前記背紙本体に接続
したものであり、前記切断ガイド線を切断することにより、前記離脱可能片が前記背紙本
体から離脱可能に構成されている請求項１、２、３又は４記載のファイルである。
【発明の効果】
【００１３】
　以上説明したように本発明によれば、背紙を外すことなく綴じ具や綴じ具を有した他の
ファイルに好適に支持され得るように構成されたファイルを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の一実施形態を示す斜視図。
【図２】同実施形態における展開状態の内面側を示す斜視図。
【図３】同実施形態における展開状態の外面側を示す斜視図。
【図４】同実施形態における背紙を説明するための展開図。
【図５】同実施形態における背紙を説明するための展開図。
【図６】同実施形態における展開状態の内面側を示す正面図。
【図７】図６におけるＸ－Ｘ線断面図。
【図８】図６におけるＹ部分拡大図。
【図９】同実施形態における一使用例を説明するための斜視図。
【図１０】他の実施形態である背紙を説明するための展開図。
【図１１】他の実施形態である背紙を説明するための展開図。
【図１２】他の実施形態である背紙を説明するための展開図。
【図１３】他の実施形態である背紙を説明するための展開図。
【図１４】他の実施形態である背紙を説明するための展開図。
【図１５】他の実施形態である背紙を説明するための展開図。
【図１６】他の実施形態である背紙を説明するための展開図。
【図１７】他の実施形態である背紙を説明するための展開図。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明の一実施形態を、図１～９を参照して説明する。
【００１６】
　この実施形態は、本発明を、複数枚のポケットシートＰを備えてなるファイルＡに適用
したものである。
【００１７】
　このファイルＡは、それ自体を独立した状態で使用することができるのはもちろんのこ
とであるが、図９に示す使用例に示すように、綴じ具Ｅを有した他のファイルＪに支持さ
れ得るように構成されている。換言すれば、他のファイルＪにおける綴じ具Ｅの綴じ桿ｅ
１を、本発明であるファイルＡの孔ｈ１、ｈ２、ｈ３に挿通させた状態においても、当該
ファイルＡは収容機能を損ねることなく使用することが可能なものとなっている。
【００１８】
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　なお、図９はファイルＡが他のファイルＪに支持された一例を示したものにすぎない。
すなわち、本実施形態のファイルＡは、図９とは異なる綴じ具を有した種々のファイルに
支持され得るものであるし、表紙等を備えていない種々の綴じ具にも支持され得るもので
ある。
【００１９】
　ファイルＡは、見出しとして機能し得る背紙Ｂと、この背紙Ｂを保持し得る背紙保持部
Ｈが設けられた表表紙１及び表紙である裏表紙２と、裏表紙２の内面に溶着により止着さ
れ袋状に形成された複数のポケットシートＰとを備えてなるものである。表表紙１と裏表
紙２は、当該表表紙１及び裏表紙２の外面に溶着により取り付けられた外側シート３を介
して連結されている。表表紙１の内側端縁１ｅと裏表紙２の内側端縁２ｅとの間には、背
紙保持部Ｈの内部に背紙Ｂを挿入し得る背紙挿入口ｇが形成されている。背紙挿入口ｇは
、上下方向に延びたスリット状をなしている。
【００２０】
　以下、このファイルＡについて詳述する。
【００２１】
　背紙Ｂは、外面に文字等を記入し得る紙製のものである。背紙Ｂは、図４及び図５に示
すように、展開状態において上下方向に長い略矩形状をなしている。背紙Ｂは、展開状態
における左右方向中央部に上下方向に直線状に延びる折り曲げ線ｆを備えている。背紙Ｂ
は、外側シート３の内面に添接するとともに表表紙１の外面側を覆う表側領域ｂ１１と、
外側シート３の内面に添接するとともに裏表紙２の外面側を覆う裏側領域ｂ１２とを備え
ている。表側領域ｂ１１と裏側領域ｂ１２は、折り曲げ線ｆを境界にして左右に設けられ
ている。背紙Ｂは、外面に文字等が記載される主要部分となる背紙本体ｂ１と、外側シー
ト３と表表紙１と裏表紙２にそれぞれ設けられた孔ｈ３、ｈ１、ｈ２に重なる部分を有し
た離脱可能片ｂ２を備えている。
【００２２】
　背紙Ｂは、離脱可能片ｂ２が背紙本体ｂ１から離脱可能に構成されている。この実施形
態では、離脱可能片ｂ２が展開状態における背紙本体ｂ１の上下方向及び左右方向の中央
に配された縦長の略長方形状をなしている。離脱可能片ｂ２は、切断ガイド線ｓを介して
背紙本体ｂ１に接続したものとなっている。切断ガイド線ｓは、間欠的に設けられた複数
のスリットにより構成されている。切断ガイド線ｓは、いわゆる「ミシン目」と称される
ものである。そして、切断ガイド線ｓを切断することにより、離脱可能片ｂ２が背紙本体
ｂ１から離脱可能に構成されている。離脱可能片ｂ２が離脱した後の背紙本体ｂ１は、展
開状態において、矩形輪状をなしており中央部に矩形状の連通部ｂ１ａが形成されている
。なお、この実施形態のガイド線ｓは、展開状態における四ケ所の角部に設けられた同一
長さの湾曲スリットｓ１と、湾曲スリットｓ１の間に複数配された同一長さの直線スリッ
トｓ２とを備えている。離脱可能片ｂ２が背紙本体ｂ１から離脱した後は、図５及び図９
に示すように、他のファイルＪの綴じ具ＥにファイルＡが支持されている状態において、
背紙本体ｂ１に、他のファイルＪにおける綴じ具Ｅの綴じ桿ｅ１が通過可能な連通部ｂ１
ａが形成されることになる。なお、図１及び図９では、説明の便宜上、背紙Ｂを色塗りし
て表示している。
【００２３】
　表表紙１は、合成樹脂により作られた矩形シート状のものである。表表紙１は、背紙Ｂ
が位置する領域に綴じ孔として使用され得る複数の（二つの）孔ｈ１を有している。二つ
の孔ｈ１は上下に所定の間隔をあけて設けられている。これらの孔ｈ１は、パンチ孔とも
称されるものであり、丸孔状をなしている。
【００２４】
　表紙である裏表紙２は、合成樹脂により作られた矩形シート状のものである。裏表紙２
は、背紙Ｂが位置する領域に綴じ孔として使用され得る複数の（二つの）孔ｈ２を有して
いる。二つの孔ｈ２は上下に所定の間隔をあけて設けられている。これらの孔ｈ２は、パ
ンチ孔とも称されるものであり、丸孔状をなしている。裏表紙２の厚み寸法が、表表紙１
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の厚み寸法よりも長く設定されている。換言すれば、裏表紙２は表表紙１よりも厚く設定
されている。
【００２５】
　外側シート３は、表表紙１及び裏表紙２と協働して背紙Ｂを保持し得る背紙保持部Ｈを
構成するものである。外側シート３は、背紙Ｂに示された文字や図形等が外部から視認さ
れ得るように透光性を有しているものであり、この実施形態では透明のものである。外側
シート３は、表表紙１と重なる領域である表側領域３１と、裏表紙２と重なる領域である
裏側領域３２とを備えている。外側シート３は、展開状態において上下方向に延びた略矩
形状をなしている。図３に示すように、外側シート３における外周縁の略全域が、表表紙
１及び裏表紙２の外面に溶着されている。換言すれば、外側シート３の外周縁には、表表
紙１の外面及び裏表紙２の外面に溶着された溶着部ｔが設けられている。外側シート３は
、綴じ孔として使用され得る複数の（二つの）孔ｈ３を有している。二つの孔ｈ３は上下
に所定の間隔をあけて設けられている。これらの孔ｈ３は、パンチ孔と称されるものであ
り、丸孔状をなしている。外側シート３は、その展開状態における左右方向中央部、すな
わち、表側領域３１と裏側領域３２との境界部分に折り線部３ａを備えている。折り線部
３ａは、ファイルＡが閉じた状態をとる際に折り曲げられる部分となる。
【００２６】
　背紙挿入口ｇを臨む表表紙１の内側端縁１ｅと裏表紙２の内側端縁２ｅには、所定の位
置に凹陥部１ｋ、２ｋが設けられている。表表紙１及び裏表紙２に凹陥部１ｋ、２ｋを設
けることにより、表表紙１及び裏表紙２の各内側端縁１ｅ、２ｅには、手指によってめく
りやすい突出片状の指掛け部分１ｙ、２ｙが形成されることになる。すなわち、表表紙１
及び裏表紙２の凹陥部１ｋ、２ｋは、背紙挿入口ｇを通して背紙Ｂを背紙保持部Ｈに挿入
しやすくさせている。
【００２７】
　背紙保持部Ｈは、背紙Ｂを保持し得る部位である。背紙保持部Ｈは、外側シート３と、
この外側シート３の内側に配された内側シートすなわち表表紙１における外側シート３と
重なり合う部分１ａ及び裏表紙２における外側シート３と重なり合う部分２ａである。背
紙保持部Ｈは、背紙Ｂを、外側シート３と表表紙１の一部分１ａ、及び、外側シート３と
裏表紙２の一部分１ａとの間に挟むことにより保持し得るものとなっている。
【００２８】
　外側シート３、表表紙１、及び、裏表紙２には、それぞれ綴じ孔として使用され得る孔
ｈ３、ｈ１、ｈ２が相互に連通し得るように設けられている。つまり、外側シート３には
、複数箇所（四箇所）に綴じ孔として使用され得る孔ｈ３が設けられている。外側シート
３には、表表紙１と重なる領域である表側領域３１に、上下方向に所定の間隔をあけて二
つの孔ｈ３が設けられている。外側シート３には、裏表紙２と重なる領域である裏側領域
３２に上下方向に所定の間隔をあけて二つの孔ｈ３が設けられている。外側シート３、表
表紙１、及び、裏表紙２に設けられた各孔ｈ３、ｈ１、ｈ２には、例えば、綴じ具Ｅの綴
じ桿ｅ１（図９を参照）や他の綴じ具の綴じ足（図示せず）が連通し得るようになってい
る。
【００２９】
　ポケットシートＰは、合成樹脂製のものである。ポケットシートＰは、フィルム素材を
用いて袋状に形成されている。ポケットシートＰは、内部に収容物である用紙Ｄを収容し
得る収容空間ｓｐを有している。なお、収容物は用紙Ｄに限られるものではないし、材質
や形状を問わない。この実施形態では、収容空間ｓｐには、主として、用紙Ｄ等に代表さ
れる矩形シート状の収容物が収容され得るものとなっている。ポケットシートＰは、縦長
の長方形状をなしている。ポケットシートＰにおける内側端縁ｐｅは、上下方向に略直線
状に延びてなる溶着部ｃにおいて裏表紙２の内面側に止着されている。
【００３０】
　ポケットシートＰは、上端部に開口部ｋを有するとともに内部に収容空間ｓｐを形成し
てなるポケットシート本体ｐ１と、ポケットシート本体ｐ１の内側端縁ｐｅに当該ポケッ
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トシート本体ｐ１と裏表紙２とを接続するべく形成された溶着部ｃとを備えている。
【００３１】
　ポケットシート本体ｐ１は、Ａ４サイズの用紙Ｄを収容空間ｓｐ内に収容し得る大きさ
に設定されている。
【００３２】
　溶着部ｃは、ポケットシート本体ｐ１を溶着手段（図示せず）により裏表紙２の内面に
溶着した結果、ポケットシート本体ｐ１の内側端縁ｐｅに形成されている。溶着部ｃは、
ポケットシート本体ｐ１における内側端縁ｐｅ側から外側端縁ｐｇ側に向かって凹んでな
る凹部ｃ２を有している。裏表紙２に形成された孔ｈ２の少なくとも一部は、凹部ｃ２に
囲まれた領域ｒ内に位置するように設定されている。この実施形態では、裏表紙２に形成
された孔ｈ２の略半分が凹部ｃ２に囲まれた領域ｒ内に位置するように設定されている。
【００３３】
　溶着部ｃは、複数の溶着点ｃ１を備えている。溶着部ｃは、複数の溶着点ｃ１が間隔を
あけて上下方向に延びた仮想直線Ｌ上に沿って配列されている。そして、複数の溶着点ｃ
１の内、特定の溶着点ｃ１の間に凹部ｃ２が配設されている。
【００３４】
　凹部ｃ２は、図８の拡大図に示すように、上辺部分ｃ２１と、上辺部分ｃ２１と略平行
をなす下辺部分ｃ２２と、上辺部分ｃ２１の一端と下辺部分ｃ２２の一端とを繋ぐように
上下方向に延びた側辺部分ｃ２３とを備えてなるものである。この実施形態では、上辺部
分ｃ２１、下辺部分ｃ２２、及び、側辺部分ｃ２３が、裏表紙２に対して溶着されている
。
【００３５】
　以上説明したように、本実施形態に係るファイルＡは、背紙Ｂと、この背紙Ｂを保持し
得る背紙保持部Ｈが設けられた表紙である表表紙１及び裏表紙２と、裏表紙２に止着され
袋状に形成されたポケットシートＰとを備えてなる。そして、背紙保持部Ｈが、外側シー
ト３と、この外側シート３の内側に配された内側シートである表表紙１及び裏表紙２とを
備えている。背紙Ｂが、外側シート３と表表紙１及び裏表紙２の間に挟まれて保持される
ものであり、外側シート３、表表紙１及び裏表紙２に、綴じ孔として使用され得る孔ｈ３
、ｈ１、ｈ２が相互に連通し得るように設けられている。背紙Ｂが、背紙本体ｂ１と、孔
ｈ１、ｈ２、ｈ３に重なる部分を有した離脱可能片ｂ２を備えており、離脱可能片ｂ２が
背紙本体ｂ１から離脱可能に構成されている。このため、背紙Ｂを外すことなく綴じ具や
綴じ具を有した他のファイルに好適に支持され得るように構成されたファイルＡを提供す
ることができるものとなる。つまり、背紙Ｂが孔ｈ１、ｈ２、ｈ３に重なる部分を有した
離脱可能片ｂ２を備えているものであるため、使用者は離脱可能片ｂ２を背紙本体ｂ１か
ら離脱させれば、各孔ｈ１、ｈ２、ｈ３を無理なく連通させることができる。このため、
ファイルＡそれ自体を背紙本体ｂ１は残しつつ、綴じ具や綴じ具を有した他のファイルに
好適に支持させることができるものとなっている。
【００３６】
　表表紙１における外側シート３と重なり合う部分１ａが、内側シートを構成しており、
裏表紙２における外側シート３と重なり合う部分１ａが、内側シートを構成している。こ
のため、背紙Ｂを見出しとして使用し得る適切な箇所に設けることができるものとなる。
【００３７】
　略矩形状をなす表表紙１と、略矩形状をなす裏表紙２とを備えてなるものであり、表表
紙１と裏表紙２が、当該表表紙１及び裏表紙２の外面に取り付けられた外側シート３を介
して連結されている。このため、背紙Ｂを見出しとして使用し得る適切な箇所に設けるこ
とができるものとなるだけでなく、外側シート３によって表表紙１及び裏表紙２を接続す
る目的とともに背紙保持部Ｈを設ける目的を一挙に果たしたものとなっている。
【００３８】
　表表紙１の内側端縁１ｅと裏表紙２の内側端縁２ｅとの間に、背紙保持部Ｈの内部に背
紙Ｂを挿入し得る背紙挿入口ｇが形成されている。このため、背紙Ｂを、表表紙１及び裏
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表紙２の内面側から好適に挿入し得るものとなっている。
【００３９】
　裏表紙２の厚み寸法が、表表紙１の厚み寸法よりも長く設定されている。このため、使
用者が表表紙１を軽快に操作し得るものとなっているとともに、裏表紙２はポケットシー
トＰが溶着され得る必要な強度や合成を設定しやすいものとなっている。
【００４０】
　外側シート３における外周縁の略全域が、表表紙１又は裏表紙２の外面に溶着されてい
る。このため、挿入された背紙Ｂは、背紙保持部Ｈ内から外部に出にくいものとなってい
る。
【００４１】
　離脱可能片ｂ２が切断ガイド線ｓを介して背紙本体ｂ１に接続したものであり、切断ガ
イド線ｓを切断することにより、離脱可能片ｂ２が背紙本体ｂ１から離脱可能に構成され
ている。このため、離脱可能片ｂ２を背紙本体ｂ１から離脱させる作業を好適に実施し得
るものとなる。
【００４２】
　なお、本発明は、以上に詳述した実施形態に限られるものではない。
【００４３】
　表紙は、裏表紙に限られるものではなく、表表紙であってもよい。また、ファイルの表
紙は、表表紙及び裏表紙の何れか一方だけを備えたものであってもよい。
【００４４】
　ポケットシートは、必ずしも複数備えたものでなくてもよく、単数であってもよい。
【００４５】
　背紙保持部は、綴じ孔として使用される孔が設けられているものであればよい。つまり
、背紙保持部は、内側シート及び内側シートを含んだものに限られるものではなく、例え
ば、単一のシート状のものであってもよい。
【００４６】
　内側シートは、表表紙や裏表紙の一部ではなく、他のシート状の部材により構成された
ものであってもよい。
【００４７】
　外側シートや表表紙や裏表紙に綴じ孔として使用され得る孔は、単数であってもよいし
、二以上の複数であってもよい。
【００４８】
　背紙は種々の態様を採用することができる。背紙は、テープや接着剤等の接着手段を利
用して背紙保持部に取り付けるようにしてもよい。また、背紙の裏側に粘着層を設けるよ
うにしてもよい。このとき、離脱可能片には粘着層を設けず、背紙本体の裏側のみに粘着
層を設けるようにすれば、離脱可能片を任意に切り離すことができるため好適である。
【００４９】
　離脱可能片は、背紙本体から離脱可能に構成されていればよい。換言すれば、離脱可能
片は、切断ガイド線を介して背紙本体から離脱するものに限られない。例えば、離脱可能
片が背紙本体に対して剥離可能に設けられたものであってもよい。
【００５０】
　背紙における離脱可能片の形状や、切断ガイド線の態様については、適宜のものを採用
することができ、上述した実施形態に示したものに限定されるものではない。
【００５１】
　以下、変形例である背紙Ｂについて、図１０～１７を参照して説明する。なお、各図に
おいて、上述した実施形態に示したものと同一又は対応する構成のものについては、同一
の符号を付して説明を省略する。
【００５２】
　図１０に示す背紙Ｂは、展開状態の背紙本体ｂ１における上下方向及び左右方向の中央
部に、切断ガイド線ｓを介して単一の縦長長方形状をなす離脱可能片ｂ２が設けられたも
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のである。同実施形態における切断ガイド線ｓは、上述した実施形態に示したものよりも
短い寸法に設定された複数の直線スリットｓ２を主体に構成されている。
【００５３】
　図１１に示す背紙Ｂは、展開状態の背紙本体ｂ１における表側領域ｂ１１及び裏側領域
ｂ１２のそれぞれに、切断ガイド線ｓを介して上下方向に延びた帯状の離脱可能片ｂ２が
設けられたものである。同実施形態の切断ガイド線ｓは、上端部及び下端部に設けられた
半円弧状をなす半円弧スリットｓ３と、これら上端部及び下端部に位置する半円弧スリッ
トｓ３間に設けられた同一寸法をなす複数の直線スリットｓ２を備えたものである。
【００５４】
　図１２に示す背紙Ｂは、展開状態の背紙本体ｂ１における表側領域ｂ１１及び裏側領域
ｂ１２の各上下二箇所に、切断ガイド線ｓを介して円形状の離脱可能片ｂ２が設けられた
ものである。各離脱可能片ｂ２は、表表紙１、裏表紙２及び外側シート３の孔ｈ１、ｈ２
、ｈ３に合致する位置に設けられている。同実施形態の切断ガイド線ｓは、同一寸法に設
定された複数の湾曲スリットｓ１により構成されている。なお、各離脱可能片ｂ２は、表
表紙１、裏表紙２及び外側シート３の孔ｈ１、ｈ２、ｈ３よりも大きく設定されている。
【００５５】
　図１３に示す背紙Ｂは、図１２に示すものと同様に、展開状態の背紙本体ｂ１における
表側領域ｂ１１及び裏側領域ｂ１２の各上下二箇所に、切断ガイド線ｓを介して円形状の
離脱可能片ｂ２が設けられたものである。各離脱可能片ｂ２は、表表紙１、裏表紙２及び
外側シート３の孔ｈ１、ｈ２、ｈ３に合致する位置に設けられている。同実施形態の切断
ガイド線ｓは、単一の半円弧スリットｓ３と、半円弧スリットｓ３よりも短寸に設定され
た複数の湾曲スリットｓ１により構成されている。半円弧スリットｓ３は、上側の離脱可
能片ｂ２における上部に設けられており、下側の離脱可能片ｂ２における下部に設けられ
ている。なお、各離脱可能片ｂ２は、表表紙１、裏表紙２及び外側シート３の孔ｈ１、ｈ
２、ｈ３よりも大きく設定されている。
【００５６】
　図１４に示す背紙Ｂは、図１２に示すものと同様に、展開状態の背紙本体ｂ１における
表側領域ｂ１１及び裏側領域ｂ１２の各上下二箇所に、切断ガイド線ｓを介して円形状の
離脱可能片ｂ２が設けられたものである。各離脱可能片ｂ２は、表表紙１、裏表紙２及び
外側シート３の孔ｈ１、ｈ２、ｈ３に合致する位置に設けられている。同実施形態の切断
ガイド線ｓは、図１２に示すものよりも長い寸法に設定され、且つ、同一寸法に設定され
た複数の湾曲スリットｓ１により構成されている。なお、各離脱可能片ｂ２は、表表紙１
、裏表紙２及び外側シート３の孔ｈ１、ｈ２、ｈ３よりも大きく設定されている。
【００５７】
　図１５に示す背紙Ｂは、展開状態の背紙本体ｂ１における左領域ｂ１１及び右領域ｂ１
２の各上下二箇所に、切断ガイド線ｓを介して釣鐘形状の離脱可能片ｂ２が設けられたも
のである。各離脱可能片ｂ２は、表表紙１、裏表紙２及び外側シート３の孔ｈ１、ｈ２、
ｈ３に合致する位置に設けられている。同実施形態の切断ガイド線ｓは、単一の半円弧ス
リットｓ３と、単一の半円弧スリットｓ３に連続するように設けられ、且つ、全体として
コ字を描くように複数配された直線スリットｓ２とを主体に構成されている。半円弧スリ
ットｓ３は、上側の離脱可能片ｂ２における上部に設けられているとともに下側の離脱可
能片ｂ２における下部に設けられている。
【００５８】
　図１６に示す背紙Ｂは、展開状態の背紙本体ｂ１における表側領域ｂ１１及び裏側領域
ｂ１２の各上下二箇所に、切断ガイド線ｓを介して略正方形状の離脱可能片ｂ２が設けら
れたものである。各離脱可能片ｂ２は、表表紙１、裏表紙２及び外側シート３の孔ｈ１、
ｈ２、ｈ３に合致する位置に設けられている。同実施形態の切断ガイド線ｓは、単一のコ
字形スリットｓ４と、単一のコ字形スリットｓ４に連続するように設けられ、且つ、全体
としてコ字を描くように複数配された直線スリットｓ２とを主体に構成されている。単一
のコ字形スリットｓ４は、上側の離脱可能片ｂ２における上部に設けられているとともに
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【００５９】
　図１７に示す背紙Ｂは、展開状態における背紙本体ｂ１の上下にそれぞれ切断ガイド線
ｓを介して左右方向に延びた帯状の離脱可能片ｂ２が設けられたものである。同実施形態
の切断ガイド線ｓは、離脱可能片ｂ２における左右の端部に設けられた複数の湾曲スリッ
トｓ１と、左右の湾曲スリットｓ１間に設けられた複数の直線スリットｓ２とを備えたも
のである。
【００６０】
　以上に述べた変形例であっても、所期の目的を達成し得るものとなっている。なお、変
形例は、図示された具体的なものに限られないものであることは言うまでもない。
【００６１】
　その他、各部の具体的構成についても上記実施形態に限られるものではなく、本発明の
趣旨を逸脱しない範囲で種々変形が可能である。
【符号の説明】
【００６２】
　１…表表紙
　２…裏表紙（表紙）
　３…外側シート
　Ｂ…背紙
　ｂ１…背紙本体
　ｂ２…離脱可能片
　Ｈ…背紙保持部
　ｈ１、ｈ２、ｈ３…孔
　Ｐ…ポケットシート

【図１】 【図２】
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